
―中高時代はどのような生活を？
中高時代は学業とヴァイオリンの２つ

でいっぱいいっぱいの状態で、部活の方
にはほとんど参加できませんでした。興
味があったのでテニス部にも入ってみた
んですけど、活動が毎日あって……。テ
ニスウェアを買ったとたんに行かなくな
るっていうくらいの幽霊部員ぶりを発揮
していました（笑）。
一方で、ヴァイオリンはずっと自分の

生活の中心でした。自分の気持ちを一番
表現できるものだということもあって、
どんどんヴァイオリンとの繋がりが強く
なっていったので、辞めたいと思うよう
なこともなかったですね。

―なぜ京大に進学されたのですか？
音楽家になりたいという思いはずっと

あったので、音大への進学ももちろん選
択肢に入ってはいました。でも、自分が
勉強してきたクラシックだけじゃなく、
もっといろんなジャンルの音楽に触れて、
自分が表現したい音楽を見つけていきた
いとふと思ったんです。だから、音大で
専門的にクラシックだけを学ぶっていう
のではなくて、総合大学に行って普通の

人の音楽に対する声も聞いてみたいと思
いました。もう一つ、京都の街で学生生
活を送りたいなっていう思いもあり、京
大を目指すことにしました。
受験では、なかなか成績が伸びなく

て苦労したんですけど、「浪人したら
ヴァイオリンをもう１年弾けなくなるん
だ」って思って、それをモチベーション
にして何とか乗り越えられましたね。

―京大での生活はどうでしたか？
実は勉強面では結構いろんなことがあ

りました（苦笑）。辞書を買わずに勉強
してドイツ語の単位を落としたり……。
他には持ち込み可の専門のテストで友達
のノートをコピーして安心していたら、
テスト中にコピーのミスに気付いて大ピ
ンチに陥ったり……。
それから、普通の人は早いうちに単位

を取っていくと思うんですけど、私の場
合は大学生活の前半で音楽活動を軌道に
乗せることに力を注いでいたら、勉強の
方が最後になるにつれてクレッシェンド
するかのように大変になって……。音楽
活動のための休学もはさんで、５回生の
前期に復学したんですが、学部の知り合

―ヴァイオリンを始めたきっかけは？
もともと、母が幼児教育の一環で何か

楽器を演奏させたいと思っていたようで、
２歳から音楽教室に行っていたんです。
そんな中、私がヴァイオリンの音色にす
ごく興味を示したようで、それがきっか
けで４歳から始めました。

―ヴァイオリンの演奏が上達していく
中で大きかったのは？
やはりいい先生に出会えたことですね。
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博先生に師事したのが大きい
です。工藤先生は有名な門下生を多数
輩出されていて、「ヴァイオリンの小児
科」って言われるほど小さい子を教える
のがうまいんです。普通、音楽の理論っ
て幼いときには難しくてわからないんで
すけど、「物差しがしなるように」とか「さ
めざめ泣くように」とか、感性に訴えか
けてくる言葉を交えて、実際に弾きなが
らわかりやすく指導してくださいました。
それから、先生には「自分の想いをもっ

ともっと出すようにしないと伝わらない
んだ」と何度も教わりました。これは音
楽の表現で本当に大切なことでして、今
でもすごく印象に残っています。

いがみんな卒業していたので、せっかく
なら新しく何かのコミュニティーに入り
たいと思いまして。そしたら先輩から「留
年生のための『龍の会』があるよ」って
紹介されたので、結局そこに入って、こ
の時期は大学生活の中で一番真面目に勉
強していました（笑）。

―サークルは何かされていましたか？
軽音サークルと英会話系サークルの２

つに入っていました。
軽音サークルの方は、J-POPや軽音の

ような流行りの音楽がもともと好きで、
バンドを組みたいという思いがあって入
りました。というのも、ヴァイオリンが
センターで主旋律を弾くようなバンドを
やってみたいと思っていて、そういうこ
とができる仲間が欲しかったんですね。
ただ、京大らしい面白い人に出会いた

いって思うと、軽音だけでは満足できな
かったんです。それでいろんなサークル
を探していたら、「英語を話しに来ませ
んか？」みたいなビラが目に入って。実
際にそのサークルに行ってみると本当に
面白い人ばかりで、「これだ！」と思っ
て入りましたね。
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９年連れ添ったらいふすてーじともお別れです、ありがとうございました。 （工・院　へこ）
⇒安心してください、らいふすてーじのonline版が読めますよ （ま、１ヵ月遅れですが；編）

眼鏡をかけた女の子の良さだけで３時間ははなせる自信がある （薬・３　AMA･de･FLOG）
⇒奇遇ですね！ 僕、 （あなたの彼女知ってますよ；編）



―音楽活動のデビューのきっかけは？
大学入学と同時に何かしらの活動をス
タートして、他の人が会社の内定をもら
う時期には「音楽活動の内定」が欲しい
と思っていました。だから焦ってがん
ばっていたんですが、先ほど述べた軽音
サークルでジャズと出会うんですね。
ジャズをきっかけにサークルの外部の
方と演奏することになって、そのうちプ
ロで活躍されているジャズ演奏家のおじ
さまたちが私の音楽活動への想いをくみ
取って、ソロライブのステージを企画し
てくださったんです。いわばこれが私の
プロデビューですね。
このステージにはなんとテレビの取材
も来て、関西のある番組で取り上げてい
ただきました。これをきっかけにツアー
を回らせていただいたり、他の番組でも
取り上げていただいたりしました。普通
だったらありえないので、本当にラッ
キーだったなと思っています。

―今後の活動の目標は？
まずは音楽の活動をもっと充実させて

いきたいですね。
クラシックとかジャズとかいろんな音

楽をやりたいなと思って始めたわけです
けど、自分自身がいろんな方にお会いし
たりいろんな経験をして成長したりした
ことで、表現したいものもどんどん変
わっているんですね。また最近では、嬉
しいことに今までだったら立てなかった
ような大きな舞台に立たせてもらう機会
もいただいています。そうした中で、も
ともとやってきたクラシックをもっと勉
強したいという思いもありますし、新し
い作品を作りたいという思いもあります。
自分の書いた作品が皆さんに楽しんで聴
いてもらえたり、口ずさんでもらえたり、
そんなふうに親しみをもって聴いていた
だけたら嬉しいなと思います。コンサー
ト活動の方もどこかでできたら嬉しいで
すね。

―音楽活動に転機はありましたか？
京大にいる間はフリーで活動していた

んですが、５回生の後期に『のだめカン
タービレ』のドラマにオーケストラメン
バーとして参加することがありまして。
そこで音大出身の同世代の方とたくさん
友達になれたのは自分の中で大きなこと
だったと思います。彼らが音大で学んで
いることやヴァイオリンの練習以外での
音楽への向き合い方が、私にとってすご
く刺激になりました。
それと同じ時期に自分で曲を書こう

と思ったのも大きなことでした。『のだ
め』で出会った音大や芸大の友達の中に
は、自分で曲を書いている方もいて、そ
の姿を見ているうちに私も自分で曲を書
こうと自然に思えたんですね。そして、
『のだめ』が終わった後になって、一緒
に曲を書こうという方にお会いして、最
終的には自主制作でミニアルバム『First 
Gate』を作ったんです。

それから、音楽以外の活動の方では、
関西で『探偵！ナイトスクープ』という
番組に出演させていただくようになって
から、テレビ番組のナビゲーターをさせ
ていただいたり、いろんなイベントに出
演させていただいたりと、お仕事の幅も
年々すごく広くなっていっています。そ
うしたお仕事をさせていただけるのは本
当に幸せなことだと日々感じていますし、
ひとつひとつ楽しんでやっていけたらい
いなと思います。
あとはそうですね、いろんな専門分野

とか他のジャンルに対してすごく興味が
あるので、いろんな方々にインタビュー
のようなことをしてみたいです。ありが
たいことに、今回のようにインタビュー
をしてもらう機会をいただいているんで
すけど、聞き役として他の方々のお話を
お聞きするというようなお仕事も、もし
機会がいただけるようならできるといい
ですね。

―音楽活動以外にタレント活動もされ
ていますよね？
そうなんです。司会やクイズ番組など

もしているのですが、これは今の事務所
に入ったのがきっかけなんです。
もともと、どこかの事務所に入ろうと

していたわけではなかったんですが、高
校の先輩で元MBSのアナウンサーの角

すみ

淳
じゅんいち

一さんに自分のCDをぜひ聴いていた
だきたいと思ってお手紙を送ったら、角
さんと何度か直接お会いする機会をいた
だいたんですね。そのとき、どこかの事
務所に入った方が活動しやすいだろうと
いうことで、紹介してくださったんです。
こうしてみると、今まで本当にご縁の数
珠つなぎで来たんだなって感じます。
でも、事務所の方から突然クイズ番組

出演のお話をいただいたときは、まさに
青天の霹

へきれき

靂でした（苦笑）。「私は音楽家
なのに……」という思いもあって、楽器
を持たない仕事に最初は戸惑いましたね。

―卒業生という立場から見た京大や京
大生のイメージはどうですか？
昨年度の中央キャンパス祭で京大に

行ったとき、会場でトークショーを盛り
上げてくださった京大生の皆さんが私の
ことを知ってくれているのが嬉しかった
のと、皆さん意外とテレビ見ているんだ
なと思いました（笑）。
その際、スタッフの学生さんと直接お

話ししたんですが、真面目できっちりさ
れていて、同級生だった当時の友人たち
をちょっと彷彿とさせるような、昔から
変わらない京大生を感じました。もちろ
ん、パッと見ではわからない「変な人」
だったのかもしれませんが（苦笑）。
大学自体は、本当にきれいになったな

あと感じます。私のいた頃は「豚小屋よ
り汚い」なんて言われていた建物もあっ
たんですよ。ただ、「あの汚い京大の姿
を知ってる学生はいないのか！」って思
うと、ちょっと寂しくはなりますね。

―今ではどうですか？
最初はクイズの出来も散々で……。こ

れじゃいけないと思って、クイズはクイ
ズでせっかく出していただいているのだ
からということで、がんばっています。
私は好奇心旺盛な方なので、楽しいこ

とをするのは大好きですし、今出演させ
ていただいている番組やバラエティでも、
皆さんに面白かったとか感動したとかた
くさんの反響をいただくんですね。皆さ
んに喜んでいただくのは何より嬉しいで
すし、こちらもすごく楽しくて大切なお
仕事となっています。
そういう活動の中では、京大での経験

も生きていると思います。何事も興味の
あることを調べたり楽しんで学んだりす
るというライフサイクルが京大にいるう
ちで身に付いたんだと思うんです。それ
から、京大で出会った友人たちが各分野
でがんばっている姿を見ていると、自分
の活動への刺激となりますね。

―最後に京大生に向けてメッセージを
お願いします。
大学生活って本当に意外とあっという

間に終わってしまいます。だから、「こ
ういう人たちに会いたい」という思いが
あるなら、いっぱい探してみてほしいと
思います。私もすぐには見つけられませ
んでしたが、きっといろんな友達と出会
えます。私自身、京大で出会えた仲間と
か友達とかが一生の宝物だなと卒業後に
改めて感じるので、皆さんにもぜひ学部
を越えて生涯の仲間になるような方と出
会ってもらいたいです。
それから、京大は周りに史跡がたくさ

んあって自然も豊かな素晴らしい環境に
ありますし、大学生活での思い出はいつ
までも鮮やかによみがえってくるような
かけがえのないものです。なので、京大
生の皆さんにはぜひこの京大という場を
満喫してほしいと思いますね。

―ありがとうございました。

▲上：ファーストミニアルバム『First Gate』
下：ファーストマキシシングル『Unlimited』

▲取材で終始笑顔で受け答えをしてくださった
松尾さん

▲昨年京大で行われた中央キャンパス祭2015
でのトークショーの様子

1984年大阪生まれ。京都大学経済学部卒業。
2004年、大学在学中にプロヴァイオリニ

ストとしてデビューし、本格的な音楽活動を
始める。コンサート活動のほか、ドラマ『の
だめカンタービレ』のオーケストラメンバー
として出演。2008年７月にはファーストミ
ニアルバム『First Gate』をリリース。
音楽活動以外にも精力的で、テレビ番組『ク

イズプレゼンバラエティ Q さま‼』や『探
偵！ナイトスクープ』などにも出演している。

Profi le
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卒論出しますとドクターの先輩が言ってた。（婚姻届的な意味で） （工・院　YB）
⇒この数時間前に （婚約破棄の話を先輩に聞かされた私の気持ちよ；編）

十人十色に自分のが載ってて発狂しました。 （文・院　まさｋ）
⇒一度壊れなきゃ新しいものが生まれないので （何も恐れずそんな感じで；編）


